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日 高 の 交 通 安 全日 高 の 交 通 安 全
－ 平成３０年日高振興局管内交通事故概況 －－ 平成３０年日高振興局管内交通事故概況 －

■ 交通事故の概要

平成３０年の管内の交通事故発生状況は、前年との比較において、死者数は同数でしたが、発生件数、

傷者数はともに大幅な減少となりました。

○ 発生件数： ５５件 前年より２０件と大幅に減少し、過去10年で最少となりました。

○ 死 者 数： ５人 前年と同数となりました。

○ 傷 者 数： ６３人 前年より２９人と大幅に減少し、過去10年で最少となりました。

■ 交通死亡事故の主な特徴

○ 発生時期

・ ７月、１０月、１２月に計４件発生、５人が死亡し、３年連続で暮れも押し迫った12月30日又は

31日に死亡事故が発生しています。

○ 発生時間帯

・ １４時～２０時の時間帯に発生しています。

○ 発生曜日帯

・ 月曜日に３人、水曜日、日曜日にそれぞれ1人が亡くなっています。

○ 第一当事者 の状況（※１）

・ 法令違反別発生状況は、いずれも前方不注意による安全運転義務違反でした。

・ 年齢層別発生状況は、４０歳代、６0歳代、７０歳代のドライバーが死亡事故を起こしています。

○ 事故類型別発生状況

・ 車両相互の正面衝突によるもの、人対車両の横断中によるものでそれぞれ２人が亡くなっています。

○ 道路別等発生状況

・ 国道で4人、道道で１人が亡くなっています。

○ 年齢層別状態別死者数

・ 管内の交通事故死者数を年齢層別に見ると、いずれも７５歳以上の高齢者となっています。

状態別では、四輪乗車中が３人、歩行中が２人となっています。

■ 用語解説

※１：第一当事者とは、過失がより重いか、又は過失が同程度の場合にあっては、被害がより小さい方の当事者を言います。
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■ 交通事故発生状況

１ 年別発生状況

平成３０年は、発生件数、傷者数は２年ぶりに減少しました。死者数は前年と同数でした。

過去10年の推移をみると、総じて漸減傾向が続いており、10年前と比較すると発生件数、傷者数はともに３分の１程度

まで減少しています。

○ 発生件数： ５５件 前年より２０件と大幅に減少し、過去10年で最少となりました。

○ 死 者 数： ５人 前年同数となりました。

○ 傷 者 数： ６３人 前年より２９人と大幅に減少し、過去10年で最少となりました。

区 分 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 前年比

発生件数 １６３ １７４ １４５ １２６ １２０ １１８ ９０ ８５ ６９ ７５ ５５ △２０

死 者 数 ２ １４ ３ ６ ９ ８ ６ ４ ６ ５ ５ ０

傷 者 数 ２００ ２０２ １７９ １５１ １６９ １６４ １１１ ９６ ８２ ９２ ６３ △２９

２ 町別発生状況

管内の交通事故発生状況を町別にみると、５町で発生件数が減少しました。

○ 発生件数：浦河町で７件、日高町で５件、平取町と新ひだか町で４件減少しました。

○ 死 者 数：平取町、新ひだか町、浦河町で死亡事故が発生しました。

○ 傷 者 数：浦河町で１５人、新ひだか町で９人減少するなど、６町で傷者数が減少しました。

区 分 日 高 町 平 取 町 新 冠 町 新ひだか町 浦 河 町 様 似 町 えりも町 管 内 計

発生件数 １２ ３ ４ ２５ ７ ０ ４ ５５

３０年 死 者 数 ０ ２ ０ ２ １ ０ ０ ５

傷 者 数 １３ ４ ５ ２５ ７ ０ ９ ６３

発生件数 １７ ７ ４ ２９ １４ １ ３ ７５

２９年 死 者 数 １ １ １ ０ ２ ０ ０ ５

傷 者 数 １８ ６ ７ ３４ ２２ １ ４ ９２

発生件数 △５ △４ ０ △４ △７ △１ １ △２０

増減数 死 者 数 △１ １ △１ ２ △１ ０ ０ ０

傷 者 数 △５ △２ △２ △９ △１５ △１ ５ △２９

３ 月別発生状況

管内の交通事故発生状況を月別に見ると、死亡事故は、７月、１０月及び１２月に発生しました。

○ 発生件数：２月、１１月にそれぞれ９件（各16.4％）と最も多くなっています。

○ 死 者 数：１２月には３人（60.0％）で、３年連続で年末（30日又は31日）に死亡事故が発生しています。

○ 傷 者 数：１１月が１０人（15.9％）で最も多く、次いで2月、３月が９人（各14.2％）となっています。

区 分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

発生件数 ３ ９ ３ ４ ６ ４ ３ ４ ３ ３ ９ ４ ５５

死 者 数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ３ ５

傷 者 数 ３ ９ ９ ５ ６ ５ ２ ５ ３ ２ １０ ４ ６３
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４ 時間別発生状況

管内の交通事故発生状況を時間別に見ると、昼過ぎから夕方にかけて多く発生しています。

○ 発生件数：３年連続で１６～１８時の夕方が最も多く、次いで１４～１６時に多く発生しています。

○ 死 者 数：１４時～２０時の時間帯に集中して発生しています。

区 分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合 計

２時 ４時 ６時 ８時 １０時 １２時 １４時 １６時 １８時 ２０時 ２２時 ２４時

発生件数 ０ １ ２ ４ ６ ５ ７ １０ １３ ４ ３ ０ ５５

死 者 数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ １ ０ ０ ５

傷 者 数 ０ １ ３ ４ ６ ６ ８ １２ １７ ３ ３ ０ ６３

５ 曜日別発生状況

管内の交通事故発生状況を曜日別に見ると、火曜日から水曜日にかけて比較的多く事故が発生しています。

○ 発生件数：火曜日が１６件（29.1％）で最も多く、次いで水曜日が１２件（21.8％）となっています。

○ 死 者 数：月曜日に３人、水曜日、日曜日にそれぞれ1人が亡くなっています。

区 分 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 日曜 合 計

発生件数 ６ １６ １２ ３ ７ ８ ３ ５５

死 者 数 ３ ０ １ ０ ０ ０ １ ５

傷 者 数 ６ １９ １２ ４ ７ １２ ３ ６３

６ 第一当事者の法令違反別発生状況

管内の交通事故発生状況を第一当事者の法令違反別に見ると、安全運転義務違反に起因するものが最も多くなっています。

○ 発生件数：前方不注意が２０件で最も多く、次いで前左右不確認がそれぞれ８件となっています。

○ 死 者 数：いずれも前方不注意による安全運転義務違反で５人が死亡しています。

区 分 酒酔い 追越し 通行区分 歩行者 最高速度 過労運転 信号無視 一 時 交差点 交差点

妨 害 不停止 安全通行 徐 行

発生件数 ０ １ １ ２ ０ １ ２ ４ ３ ０

死 者 数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

傷 者 数 ０ ２ １ ２ ０ ２ ２ ４ ３ ０

安 全 運 転 義 務 違 反 そ の 他 合 計

区 分 前 方 動 静 前左右 ハンドル ブレーキ 安全速度 後 方 その他 小 計 の 違 反

不注意 不注視 不確認 操 作 操 作 不確認

発生件数 ２０ ４ ８ １ ２ ０ ４ １ ４０ １ ５５

死 者 数 ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ５

傷 者 数 ２５ ５ ８ １ ２ ０ ４ １ ４６ １ ６３
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７ 第一当事者の年齢層別発生状況

管内の交通事故発生状況を第一当事者の年齢層別にみると、発生件数が４０歳代のドライバーによるものが最も多く発生

しています。高齢者（６５歳以上）は１７件で昨年に比べ１２件減少しています。

ド ラ イ バ ー ﾄﾞﾗｲﾊﾞ

区 分 １９歳 ２０～ ２５～ ３０歳 ４０歳 ５０歳 ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０歳 小計 ｰ以外 合 計

以下 ２４歳 ２９歳 代 代 代 ６４歳 ６９歳 ７４歳 ７９歳 以上 自転車

発生件数 １ ４ ３ ５ １１ ６ ８ ６ ７ ３ １ ５５ ０ ５５

死 者 数 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ １ ０ ５ ０ ５

傷 者 数 １ ５ ３ ５ １０ ８ １０ ７ １１ ２ １ ６３ ０ ６３

８ 事故類型別発生状況

管内の交通事故発生状況を事故類型別にみると、車両相互による事故が発生件数全体の約75％を占めています。

○ 死 者 数：車両相互の正面衝突によるもの、人対車両の横断中によるものがそれぞれ２人となっています。

○ 傷 者 数：車両相互による追突が３０件（47.6％）で最も多く、次いで出会い頭８件（12.7%）となっています。

人 対 車 両 自転車 車 両 相 互

区 分 対 面 背 面 横断中 路 上 その他 小 計 対 正面衝突 追 突 出会い頭 追越し

通行中 通行中 横 断 歩 道 その他 停止中 車 両 進行中 その他 追抜時

発生件数 １ １ ２ ３ ０ １ ８ ５ ４ ３ １８ ８ １

死 者 数 ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ０

傷 者 数 １ １ ２ １ ０ １ ６ ５ ６ ３ ２７ ８ １

車 両 相 互 車 両 単 独 踏 切 合 計

区 分 す れ 右 折 時 その他 小 計 工作物衝突 駐車車両 路外逸脱 その他 小 計

違い時 右折直進 その他 電 柱 その他 衝突

発生件数 ０ ２ ０ ５ ４１ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ５５

死 者 数 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ５

傷 者 数 ０ ２ ０ ５ ５２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６３

９ 事故車種の免許経過年数別発生状況

管内の交通事故発生状況を事故車種の免許経過年数別にみると、発生件数、傷者数の8割、死者数の全てが運転歴１０

年以上となっています。

有 効 免 許 あ り ドライバ

区 分 １年未満 １年以上 ２年以上 ３年以上 ４年以上 ５年以上 10年以上 小 計 無免許等 ー以外 合 計

２年未満 ３年未満 ４年未満 ５年未満 10年未満 自転車

発生件数 ０ １ １ ０ ２ ４ ４７ ５５ ０ ０ ５５

死 者 数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ５ ０ ０ ５

傷 者 数 ０ １ ２ ０ ２ ５ ５３ ６３ ０ ０ ６３
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１０ 道路別発生状況

管内の交通事故発生状況を道路別に見ると、その多くが国道で発生しています。

○ 発生件数：国道が２６件（47.3％）で最も多く、自動車専用道路においても１件発生しています。

○ 死 者 数：国道で４人、道道で１人が亡くなっています。

区 分 国 道 道 道 町 道 指定自専道 その他 合 計

発生件数 ２６ ８ １８ １ ２ ５５

死 者 数 ４ １ ０ ０ ０ ５

傷 者 数 ３３ ９ １８ １ ２ ６３

1１ 道路形状別発生状況

管内の交通事故発生状況を道路形状別に見ると、事故は市街地での交差点で最も多く発生しています。

区 分 市 街 地 非 市 街 地 合 計

交差点 単 路 その他 交差点 単 路 その他

トンネル カーブ その他 トンネル カーブ その他

発生件数 ２０ ０ ０ １１ ３ ８ ０ ２ １０ １ ５５

死 者 数 １ ０ ０ １ ０ ２ ０ 0 １ ０ ５

傷 者 数 ２０ ０ ０ １０ ４ １２ ０ ２ １４ １ ６３

１２ 年齢層別状態別死者数

管内の交通事故死者数を年齢層別に見ると、いずれも７５歳以上の高齢者となっています。

状態別では、四輪乗車中が３人、歩行中が２人となっています。

若 年 者 ２５～ ３０歳 ４０歳 ５０歳 ６０～ 高 齢 者 合 計

区 分 １９歳 ２０～ ２９歳 代 代 代 ６４歳 ６５～ ７０～ ７５～ ８０歳 小 計

未満 ２４歳 ６９歳 ７４歳 ７９歳 以上

四輪乗車中 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ３ ３

二輪乗車中 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

特殊車乗車中 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

自転車乗車中 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

歩 行 中 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ２ ２

合 計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ２ ５ ５
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１３ 飲酒運転を伴う人身事故

管内の飲酒運転を伴う人身事故は、１件発生しています。

区 分 平成３０年 平成２９年 増 減 数

発生件数 １ １ ０

死 者 数 ０ ０ ０

傷 者 数 １ ３ △２

【参考】飲酒運転根絶宣言事業者等の登録状況

昨年１１月から、日高振興局では、管内各警察署と連携して、飲酒運転根絶をより一層推進するため、「飲酒運転根絶宣言

事業者等登録制度」を開始しました。平成３０年１２月末現在の登録状況は以下のとおりです。

区 分 日 高 町 平 取 町 新 冠 町 新ひだか町 浦 河 町 様 似 町 えりも町 管 内 計

飲 食 店 ２０ ２２ ９ ４２ ２９ １０ ８ １４０

事 業 者 １１ ４ １ ６９ ８ ４ ０ ９７

合 計 ３１ ２６ １０ １１１ ３７ １４ ８ ２３７

※登録の区分として、「飲酒運転根絶宣言の店（飲食店）」と「飲酒運転根絶宣言事業者（事業者）」があります。

飲酒運転根絶ロゴマーク

「飲酒運転をしない、させない、許さない」


